
市町村におけるＣＳＷ配置事業の実施状況等について
１　現状

府が平成１６年度から実施してきたＣＳＷ配置促進事業については、平成２０年度で廃止し、市町村が創意工夫を凝らし、地域の実情に応じて自由に事業を展開することができるよう、「地域福祉・子育て支援交付金」として再構築し、平成２１年度からは、市町村が交付金も活用して引き続きＣＳＷの配置事業を実施しているところ。（全市町村で実施。２１年度の配置人数は、

１５９名になる見込み。）

　⇒　各市町村の配置状況については参考資料１のとおり
２　課題として市町村やＣＳＷから寄せられた意見
(1)　ＣＳＷの認知度を一層向上させる必要がある。

(2)　ＣＳＷの資質の向上を図る必要がある。
(3)　地域包括支援Ｃ等地域の福祉資源との連携方策について検討する必要がある。
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◆　参考資料


①　Ｈ２１年度コミュニティソーシャルワーカー配置状況


②　市町村におけるＣＳＷの配置状況（Ｈ１６～２１年度）


③　ＣＳＷ個別相談件数の推移（Ｈ１６～２０年度）


④　ＣＳＷ個別相談以外の件数の推移（Ｈ１６～２０年度）


⑤　ＣＳＷ一人あたりの活動件数の推移（Ｈ１６～２０年度）


⑥　ＣＳＷ配置事業に関する課題（市町村やＣＳＷから寄せられた意見）


⑦　ＣＳＷ配置事業に関する課題に対する市町村の取組みについて








